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川が 緑が 足立 が好
き

ラ

ブ リ バ ー

ラ ン

ド マ ー ク
荒川に46枚の道しるべ 広

々
と
し
た
河
川
敷
と
豊
か
な
水
を
た
た
え
、
と
う
と
う
と
流
れ
る
荒
川
。
荒
川
は
、
自
然
が

多
く
残
り
、
区
内
で
も
数
少
な
い
、
ゆ
と
り
と
憩
い
の
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
空
間
で
す
。「
ラ
ブ
リ

バ
ー
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
」
は
、
こ
の
荒
川
の
自
然
を
守
り
、
生
か
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
そ

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
区
民
手
づ
く
り
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
(
モ
ザ
イ
ク
絵
の
道
し
る

べ
)
を
河
川
敷
に
設
置
し
て
い
く
事
業
で
す
。
完
成
式
は
1
1月
2
1日
(
日
)
、
午
前
1
0時
か
ら
虹
の

広
場
で
。カ
ラ
フ
ル
で
ユ
ニ
ー
ク
な
道
し
る
べ
が
、
皆
さ
ん
を
荒
川
の
自
然
へ
導
き
ま
す
。

「
荒
川
の
自
然
」を
テ
ー
マ
に

4
6
グ
ル
ー
プ
、
約
4
0
0
人
が
参
加

設
置
さ
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、
5
0

㎝
×
5
0㎝
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
に
、
砕

い
た
色
付
き
タ
イ
ル
で
モ
ザ
イ
ク
絵
を

描
い
た
も
の
。

「
荒
川
の
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
、
公

募
に
よ
る
区
民
を
含
む
お
よ
そ
4
0
0
人
が

制
作
に
参
加
し
、
魚
や
鳥
な
ど
を
デ
ザ

イ
ン
化
し
た
、
カ
ラ
フ
ル
で
楽
し
い
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

荒
川
散
歩
が
楽
し
く
な
る

4
.
5
㎞
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ラ
ブ
リ
バ
ー
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、
譛

水
と
緑
の
公
社
と
、
肋
東
京
青
年
会
議

所
足
立
区
委
員
会
が
共
催
で
行
う
事
業

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
青
年
会
議
所
で

は
、
区
や
区
民
と
と
も
に
、
ク
レ
ヨ
ン

ア
ベ
ニ
ュ
ー
(
花
保
小
学
校
前
)
、ク
レ

ヨ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
デ
(
東
和
親
水
公

園
)
、ク
レ
ヨ
ン
マ
ウ
ン
ト
ア
ー
ト
(
千

庄
旭
公
園
)
な
ど
、
区
民
手
づ
く
り
に

よ
る
絵
タ
イ
ル
設
置
事
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
回
の
ラ
ブ
リ
バ
ー
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

は
、
こ
の
ク
レ
ヨ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
も
の
。
荒
川
の
河
川

敷
4
.
5
畑
に
4
6
枚
の
モ
イ
ザ
イ
ク
絵
が
、

1
0
0
m
ご
と
に
登
場
し
ま
す
。
ひ
と
つ
見

る
と
、
次
の
絵
、
ま
た
次
の
絵
と
、
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
鑑
賞
を
し
な
が
ら
、
荒
川

散
歩
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ランドマークは、虹の広場～江北橋間4. 5kmに100m間隔で
設置。1 枚ごとに 距離表示が付いています。

ラフリバーランドマーク設置区域図

家族や仲間と
にぎやかに
制作に参加した

富田　利恵子さん
( 千住旭町)

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
河
川
敷
に

自
生
す
る

〝昼
顔
〟
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
っ
て
み
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
ご

近
所
の
横
山
秀
美
さ
ん
が
担
当
。
仞
め

て
に
し
て
は
メ
リ
(
リ
が
あ
っ
て
、
わ

れ
な
が
ら
良
く
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
が
タ
イ
ル
を
砕
き
、
子
ど

も
た
ち
が
細
か
い
部
分
の
張
り
付
け
を

し
ま
し
た
。8
人
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
父
さ
ん
の
は
し
ゃ
ぎ
振
り
は
、

意
外
な
発
見
で
し
た
ね
。

荒
川
は
、
縁
も
多
く
、
広
々
と
し

て
い
て
、
と
て
も
好
き
な
場
所
。よ

く
家
族
で
散
歩
に
も
出
掛
け
ま
す
。

そ
こ
に
私
た
ち
が
作
っ
た
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
が
残
っ
て
い
く
な
ん
て
、
と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。設

置
さ
れ
た
ら
、
み
ん
な
で
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
み
な

が
ら
、
作
品
の
前
で
記
念
撮
影
を
し

に
行
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

「おもしろかったよ」。右端が富田さ
ん、左がデザイン担当の横山さん

人
と
自
然
の

出
会
い
と
う
る
お
い
の

空
間
づ
く
り

水
と
緑
の
公
社
で
は
、
荒
川
の
河
川

敷
を
、
人
と
自
然
が
出
会
え
、
親
し
め

る
、
う
る
お
い
の
空
間
に
し
て
い
こ
う

と
、
ヨ
シ
な
ど
の
植
物
や
野
鳥
、
魚
な

ど
の
自
然
を
守
っ
て
い
く
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
荒
川
の
自
然
保
護
」を
目
的

と
し
た
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
て
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
水
と
緑
の
公
社

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

葦
立
ち

秋
、1
0月
は
行
小
の
季
節
。
心

障
者
体
育
祭
、
区
民
ま
つ
り
、ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
々
、

ど
の
行
事
に
も
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
が
活
躍
し
て
お
ら
れ
る

の
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
奉
仕
活
動

と
い
わ
れ
、
従
来
は
社
会
福
祉
活

動
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
が
、
敲

近
は
そ
の
領
域
を
拡
大
し
、文
化
、

環
境
、
国
際
化
な
ど
、
哇
会
生
活

全
般
に
わ
た
る
活
動
を
い
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
足
立
区
で
も
外

国
人
へ
日
本
語
を
教
え
た
り
、
博

物
館
の
展
示
解
説
な
ど
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る
一
方
、
給
食

宅
配
の
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

活
動
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
に
登
録
し
て
い
る

人
が
7
8
0
人
余
、
多
く
の
女
性
に
交

じ
っ
て
定
年
退
職
後
の
男
性
や
巾

・
高
校
生
な
ど
の
姿
も
兒
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
夏
休
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
学
生
は
。

「
活
動
し
た
こ
と
に
よ
り
得
た
も

の
が
大
き
い
」「
自
分
を
み
つ
め
直

し
た
」
等
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
ひ
と
言

で
い
え
ば「
共
生
」で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。ひ
と
り
が
1
0
0
の
力
を
出

す
の
は
大
変
で
す
が
、
1
0
0
人
が
I

の
力
を
出
し
合
う
こ
と
は
で
き
ま

す
。
そ
う
し
た
「
共
生
」
の
思
想

の
中
か
ら
、
生
き
生
き
と
し
た
暮

ら
し
や
地
域
社
会
が
つ
く
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
方
の
活
動
を
朗
侍
し
ま
す
。

区
長
　古
性
直

◎ 毎月1 日( EXP) ・5 日・15日・25日発行
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駅 前 放 置 自 転 車
クリーンキャンペーン

10月26日～11月1日

「
私
だ
け

チ
ョ
ッ
ト
の
つ
も
り
が

迷
惑
駐
輪
」
を
統
一
標
語
に
、
都
内
一

斉
に
第
1
0回
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
。期
間
中
は
、

北
千
住
、
綾
瀬
、
五
反
野
、
梅
島
、
西

新
井
、
竹
ノ
塚
の
各
駅
頭
で
、
自
転
車

を
放
置
し
な
い
よ
う
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
を
配
り
、
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
す
。

通
動
・
通
学
・
買
い
物
な
ど
で
多
く

の
方
が
利
用
し
て
い
る
自
転
車
。
し
か

し
、
手
軽
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
一
部

が
放
置
自
転
車
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
区
の

駐
輪
場
や
決
め
ら
れ
た
自
転
車
置
き
場

に
置
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
障
害
者

や
高
齢
者
、
幼
児
が
安
心
し
て
歩
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
心
が
け
て
自
転
車
を
利
用
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い

。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

自
転
車
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

環
境
講
演
会

「
大
気
汚
染
―
自
動
車
排
ガ
ス
の
影
響
」

日
時
=
1
0月
2
5日
(
月
)
、午
後
2
時
I
4

時

場
所
=
産
業
振
興
館

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
=
現

在
、
大
気
汚
染
の
大
き
な
原
因
の
ひ
と

つ
(
特
に
冬
季
)
と
な
っ
て
い
る
自
動

車
排
ガ
ス
問
題
を
中
心
に
わ
か
り
や
す

く
ぉ
話
し
ま
す

講
師
=
久
保
田
学
氏

(環
境
庁
大
気
保
全
局
企
画
課
環
境
基

準
係
長
)

定
員
=
6
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
環
礁
課
調
整
係

(
3
8
8
2
)
1
I
I
I
㈹

第
4
6回
区
民
体
育
大
会

参
加
者
募
集

□
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大
会

日
時
=
1
1
月
2
3日
(
祝
)
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
=

梅
田
体
育
館

呈

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
)

対
象
=
区
民
の
方
/

第
2
部
の
み
1
0
1
1
6
人
の
グ
ル

ー
プ

種
目
=
第
1

部
(
初
心
者
、一
般
向
き
)
、

第
2

部
(
コ
ン
テ
ス
ト
)
、
第
3

部
(
愛

好
者
、
上
級
向
き
)

定
員
=

第
2

部

の
み
1
0
チ
ー
ム
(

先
着
順
)

費
用
=

第
1

部
無
料

、
第
2
部
I

チ
ー
ム
4

千

円
、
第
3

部
1
人
3
0
0円

申
込
=

出
場

者
名
簿
(
キ
ャ
プ
テ
ン
の
み
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
ほ
か
は
氏
名
の
み
)

と
参
加
費
を
添
え
て
現
金
書
留
で
郵
送

期
限
=
1
1
月
1
2
日

申
・
問
先
=

足
立

区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

長
谷
部
堺
/

〒
圀
千
住
寿
町
2
6
-
5

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

□
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
時
=
1
2月
1
2日
(
日
)
、午
前
8
時
か

ら
受
付
(
小
雨
決
行
)

場
所
=
荒
川
千

住
新
橋
緑
地
(
虹
の
広
場
)

コ
ー
ス
=

千
住
新
橋
～
江
北
幄
間
(
荒
川
河
川
敷

右
岸
)

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方

種
目
=
表
2
の
と
お
り

費
用
=
一
般
・
壮
年
・
高
校
生
…
7
0
0円/

中
学
生
・・・
2
0
0
円

申
込
=
体
育
協
会

で
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
期
限
=
1
1
月
1
7
日

間
先
=
溯
江
中
学
校

鈴
木
澄
夫

(
3
8
8
5
)
0
0
3
9

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会

日
時
=
い
(
月
2
1
日
(
日
)
、午

前
9
時
か
ら
場
所
=
東
和

セ
ン
タ
ー
対
象
=
区
内
在

住
・
在
動
・
在
学
の
方
種

目
=
幼
児
か
ら
一
般
ク
ラ
ス

ま
で
年
齢
別
、性
別
、個
人

戦
定
員
=
1
5
0
人
費
用
=

2
0
0円

申
込
=

電
話

期
限
=
1
0

月
3
1
日

申
・
問
先
=

齊
藤
安
江

(
3
8
8
4
)
0
9
0
0

表2　ロードレース大会　種目

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成

講
習
会
「
共
通
科
目
」

共
通
科
目
と
専
門
科
目
(
別
に
開
催
)

の
試
験
に
合
格
し
た
方
は
、
足
立
区
公

認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
登
録
で

き
ま
す
。

日
時
等
=
表
3
の
と
お
り

対
象
=
満
2
0歳
以
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
を
行
っ
て
い
る
方
お
よ
び
指
導
者
を

目
指
す
方

定
員
=
8
0人
(
抽
選
)

費

用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
ス

ボ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
「
共
通
科

目
」、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
、
ス
ポ
ー
ツ
種
目
、

所
属
団
体
を
明
記

期
限
=
1
0月
1
2日

必
着

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
体

育
振
興
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
(
代
)

表3　 スポーツ指導員養成講習会日程

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
3
あ
だ
ち

「
2
1世
紀
の
光
と
風
の
中
へ
」

し
な
や
か
に
　
心
豊
か
に
輝
い
て

日
時
=
1
1
月
6
日
、
午
後
1
時
3
0
分

～
5
時
3
0分
/
7
日
、
午
前
1
0時
～

午
後
5
時
3
0分

内
容
=
表
I
の
と

お
り

場
・
申
・
問
先
=
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
(
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
内
)

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表1　女 性フ ェ ステ ィ バ ル' 93 あ だ ち

自
動
車
使
用
の

抑
制
に
ご
協
力
を

私
た
ち
の
吸
っ
て
い
る
空
気
は
、

一
時
に
比
べ
て
よ
く
な
っ
た
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
き
れ
い
な
空
気
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
と
く
に
、
大
気
の
よ

ど
む
冬
に
は
空
気
の
汚
れ
る
日
が
大

変
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、東
京
都
は
1
1
月
か
ら
平

成
6
年
1
月
ま
で
の
期
間
を
中
心

に
、
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
大
気
汚
染

の
お
も
な
原
因
で
あ
る
自
動
車
の
交

通
量
を
減
ら
す
対
策
を
実
施
し
ま

す
。と
く
に
、毎
週
水
曜
日
に
は
、
こ

の
期
間
を
通
し
て
特
別
区
お
よ
び
周

辺
の
県
や
市
に
お
い
て
マ
イ
カ
ー
を

使
わ
ず
、
事
業
用
自
動
車
の
使
用
を

控
え
、
電
車
や
バ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
を
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。区

で
も
庁
舎
間
を
往
復
す
る
シ
ャ

ト
ル
便
な
ど
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
直

接
利
用
す
る
車
を
除
い
て
、
期
間
中
2
0
%

以
上
を
目
標
と
し
て
庁
有
車
の

使
用
を
自
粛
し
、
排
出
ガ
ス
の
低
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
東
京
都
で

は
、
こ
の
実
施
に
あ
わ
せ
「
'
9
3
季
節

大
気
汚
染
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

行
い
ま
す
。

日
程
=
1
0月
2
7・
2
8

曰

場
所
=
都
庁
・
都
民
広
場

ま
た
、
都
営
1
日
乗
車
券
(
地
下

鉄
、バ
ス
、
都
電
共
通
)
「
水
曜
ク
リ

ー
ン
キ
ッ
プ
」
を
発
売
。
現
行
6
5
0
円

か
5
0
0円に
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
都
・
大
気
保
全
部
自
動

車
公
害
対
策
室
へ
。

(
5
3
8
8
)
3
4
9
7A

環
境
課
V

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
生
き
活
き
ま
つ
り
1
0
月
3
1
日

百
)
、午
前
1
1
時
～
午
後
3
時
/
し
ょ

う
ぶ
沼
公
園
/
み
ん
な
で
環
境
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?
/
パ
ネ
ル
展

示
、
産
地
直
送
品
販
売
、
模
擬
店
等
/

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
葛
飾
セ
ン
タ
ー

(
5
6
9
9
)
3
7
0
2

☆
第
1
1
回
で
て
こ
い
バ
ザ
ー
1
1
月
7

日
百
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/
梅

島
あ
か
し
あ
の
家
/
中
島

(
3
8
8
4
)
2
2
7
6

☆
女
声
合
唱
団
ロ
ー
ド
ス
ブ
ル
ー
メ
コ

ン
サ
ー
ト
1
0
月
3
1日
(
日
)
、午
後
2

時
開
演
/
虎
の
門
ホ
ー
ル
/
入
場
無
料
/

猪
瀬
　
(
3
8
9
8
)
5
0
9
9

☆
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
バ
ザ
ー
1
1
月

3
日
(
祝
)
、午
前
1
0時
～
午
後
2
時
/

竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/
品
物
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
/

山
岸

(
3
8
8
4
)
7
1
0
9

☆
「7
カ
国
語
で
話
そ
う
」講
演
会

1
1
月
1
1
日
采
)
、午
後
6
時
3
0
分
～
8

時
3
0
分
/

北
千
住
ル
ミ
ネ
7

階
/

多
言

語
の
自
然
習
得
/

無
料
/

加
藤

(
3
8
5
8
)
3
1
9
0

☆
第
1
0
回
足
立
親
子
ほ
の
ぼ
の
ま
つ
り

1
0
月
3
1
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/

保
木
間
小
学
校
/
ミ
ニ
s
L
、模
擬
店
、

遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
等
/
参
加
協
力
費
1
5
0

円
/

武
藤
　
(
3
8
5
6
)
1
5
2
8

=
募

集
=

☆
女
声
合
唱
(
コ
ー
ル
い
ず
み
)

月
4

回
金
曜
日

、
午
前
1
0
時
～
正
午
/
青

年
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円

、
月
額
2

千
円
/

古
田

(
3
6
0
5
)
2
9
3
8

☆
裏
千
家
茶
道
(
緑
水
会
月
組
)
毎

週
月
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
江
北

セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
5
0
0

円
/

立
花

(
3
8
5
4
)
4
7
3
7

☆
足
立
大
極
拳
愛
好
会

毎
週
木
曜

日

、
午
後
6

時
3
0
分
I
8

時
卻
分
/

東

京
武
道
館
/

入
会
金
3

千
円

、3

ヵ
月

1
万
円
(
分
割
可
)
/
渡
辺

(
3
8
8
3
)
9
1
0
0

☆
油
絵
フ
ォ
ル
テ
月
4
回
金
曜
日
、

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
舎
人
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
2
千

円
/
初
心
者
歓
迎
/
細
矢

(
3
8
8
3
)
5
7
0
5

☆
ス
イ
ミ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
(
わ
か
ば
会
)

毎
週
月
曜
日
、午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時

3
0分
/
う
き
う
き
館
/
成
人
女
性
/
コ

ー
チ
指
導
あ
り
/
月
額
2
千
5
0
0円/
下

東
　
(
3
8
5
5
)
3
4
8
0

☆
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

週
I

回
、
午
前
1
0時
I
正
午
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3

千
円
/
初
心
者
歓
迎
/
清
水

(
3
8
4
8
)
4
7
1
5

☆
東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

年
1
5

回
日
曜
日
/
東
京
近
郊
/
3
0歳
～
7
0歳

代
の
方
/
入
会
金
千
円
、
年
額
2
千
槇

円
/
都
内
散
策
ほ
か
/
平
松

(
3
8
9
0
)
4
6
3
3
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保
健

ガ
イ
ド

障
害
児
・
在
宅
高
齢
者
の
方
に

歯
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
、
午
前
9
時

～
正
午
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
=
足
立

区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
で
軽
・

中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診
療
場
所
ま

で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が

必
要
で
す
)
　
※
重
度
の
方
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。日
時
=
火
曜
～
土
曜
日
(
日

時
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)
　
対
象
=

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の

方
/
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申

し
込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状

態
や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行

う
た
め
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度

の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
日
時
=
毎
週
火
曜
～
土
曜
日
の
午

前
9
時
3
0
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
3

時
3
0分
(
祝
日
を
除
く
)

費
用
=
保
険

診
療

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
足

立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

歯
周
病
予
防
教
室
(
3
日
制
)

自
分
で
で
き
る
歯
周
病
予
防

日
時
=
H

月
1
1
・
2
5
日

、6
年
1

月
2
0

日

、
午
後
1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分

場

所
=

千
住
保
健
所

内
容
=
1

日
目
…

講
演
会
「
歯
周
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
」
/
2

日
目
'
:
歯
磨
き
の
実
習
、
口
腔
細

菌
の
検
査
な
ど
、
自
分
の
口
を
探
り
ま

す
/
3
日
目
…
フ
ォ
ロ
ー
の
た
め
個
別

指
導

※
1
日
目
だ
け
の
参
加
も
可

講
師
=
石
井
直
美
氏
(
歯
科
医
師
)

定
員
=
3
0人
(
先
善
順
)
　
費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
千
住

保
健
所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精
神
保
健
講

演
会

身
近
な
人
が
〝心
の
病〟
に
な
っ
た
ら
そ
の
時

あ
な
た
は
?
(病
気
と
対
応
に
つ
い
て
)

日
時
=
H
月
1
0日
(
水
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
=
足
立
保
健
所

分
室

講
師
=
天
笠
崇
氏
(
み
さ
と
協

立
病
院
医
師
)
　
定
員
=
4
0人
(
先
着

順
)
　
費
用
=
無
料

申
・
問
先
=
足

立
保
健
所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
　わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
頤
い
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
自
身
の
健
康
状
態

を
知
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
環
境
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
等
=
表
4

の
と
お
り

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
各
住
区
セ

ン
タ
ー
、各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

表4　 住区健康フェ スティ バル日 程表

第
3
回

は
つ
ら
つ
ど
ん
ど
ん
祭
り

日
時
=
H
月
5
日
(
金
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時

内
容
=
▽
午
前
の
部
…
自

主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
太
鼓
/
健
康
体
操
/

ス
ト
レ
ッ
チ
/
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
歯

物
語
」
/
障
害
者
と
一
緒
に
風
船
バ
レ

ー
/
展
示
販
売
/
健
康
相
談
▽
午
後
の

部
・
:区
民
座
に
よ
る
寸
劇
「
は
つ
ら
つ

家
族
」/
講
演
会
「
は
つ
ら
つ
・
い
き

い
き
・
く
ら
し
て
ま
す
か
I
今
日
か
ら

で
き
る
健
康
づ
く
り
」

講
師
=
星
旦

二
氏
(
国
立
公
衆
衛
生
院
)

場
・
申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

1
1
月
の
献
血

日
時
等
=
表
5
の
と
お
り

問
先
=
葛

飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

表5　11 月の献血

※ いずれも午前10時～11時30分および午後12時30分～

3 時30 分

募

集

都
指
定
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程

日
時
等
=
表
6
の
と
お
り

対
象
=
講

習
期
間
中
、
全
日
通
し
て
受
講
で
き
る

区
民
定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)
費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
1
1月
2

日

場
・
申
・
問
先
=
あ
い
あ
い
公
社

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

表6　 ホームヘルパー3 級課程養成講習日程

実習日を除きいずれも場所は、あいあい公社。ただし、11月29日は
梅田センター。 ※ 実習は、どちら か1 日 を選択

ミ
ッ
キ
ー
・
ミ
ニ
ー

に

会

い

に

行
き
ま
せ
ん
か

区
内
在
住
の
肢
体
不
自
由
児
の
皆
さ

ん
を
、
バ
ス
で
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
」へ
招
待
し
ま

す
。
日
程
=
H

月
7

日
(
日
)
　
申
込
=

電
話
で
、
足
立
区

肢
体
不
自
由
児
者
父

母
の
会

高
橋

(
3
8
8
3
)
1
1
1

1
へ

期
限
=
1
0月
2
9

日

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

課
計
圃
調
整
係

(
3
8
8
2
)
1
1

1
1
㈹

10月1 日 オープンした伊興遺跡公園

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル

公
開
講
座

「
く
ら
し

と
医

学

」

日
時
=
H
月
1
2日
(
金
)
、午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ

ィ
ア

講
師
=
外
村
晶
氏
(
東
京
医
科

歯
科
大
学
名
誉
教
授
)
　
定
員
=
3
0人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

6
年
4
月
入
園

区
立
幼
稚
園
児

募
集
す
る
園
=
表
7
の
と
お
り
対
象

9
区
内
在
住
の
4
歳
児
(
平
成
元
年
4

月
2
日
～
2
年
4
月
1
日
生
)
、5
歳
児
　

(
昭
和
6
3
年
4
月
2
日
～
平
成
元
年
4

月
1
日
生
)
　
受
付
日
時
=
1
1
月
1
・

2
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

受
付
場
所
=
入
園
希
望
の
各
区
立
幼
稚

園
※
募
集
要
項
、申
込
用
紙
は
、各

区
立
幼
稚
園
・
区
民
事
務
所
・
教
育
委
員

会
で
1
0
月
1
5
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。な

お
、幼
稚
園
で
の
配
布
は
午
前
9
時
～

午
後
3
時
3
0分
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午

ま
で
)
で
す

選
考
日
=
第
一
次
選
考

は
、1
1月
4
日
に
入
園
希
望
の
各
幼
稚

園
で
行
い
ま
す

問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
学
事
第
二
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

表7　 区立幼稚園一覧

消
費
者
講
座
「
冠
婚
葬
祭
と
お
墓
の
話
」

改
ま
っ
た
儀
式
や
突
然
の
で
き
ご
と

で
困
ら
な
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
す
。

日
時
等
=
表
8
の
と
お
り

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

申
・
問
先
=
消
費
者
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
-
3
3
-
I
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
内

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表8　 冠婚葬祭とお墓の話日程

場所・時間　いずれも、消貫者センター午後1時30分～3時30分

バ
ス
路
線
が

延
び
ま
し
た

1
0
月
2
日
か
ら
国
際
興
業
バ
ス
・
路

線
系
統
「
川
1
5
」
(
川
口
駅
東
口
～
弥
平

町
)
が
、区
内
も
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=

国
際
興
業
バ
ス
・
川
口
営
業
所

(
0
4
8
)
2
5
2
-
5
6
6
0

A
交
通
計
画
課
V
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用途地域・地区の
見直しが

始まりました

ゆ
と

り
あ
る
快

適

な

都

市
を
つ
く
る

災
害

に
強
い

ま
ち
づ
く
り

住みよいまちづくりを目指して
用途地域の細分化をはじめ各種制度の充実を目指した都市計画法等の改正が

平成4 年に行われ、今年6 月に施行されました。これを受けて、区では、都市
計画の基本的な方針を定めるとともに、用途地域・地区の見直しを行うことと

なりました。第3 次基本計画における〝魅力ある暮らしのステージ( 都市・ま
ち) づくり〟を目指して、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。

第14回緑の写真コンクール特選作品「霧の木立」

基

本
方
針
は
…

用
途
地
域
の
指
定
を
行
う
に
は
、
先

の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
策
定
す

る
こ
と
と
な
っ
た
、「
都
市
計
画
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
」
を
定
め
て
い
き
ま

す
。こ

の
基
本
的
な
方
針
は
。
釿
基
本
構

想
に
示
さ
れ
た
区
の
将
来
像
「
と
き
め

き

ゆ
と
り

水
辺
の
ま
ち

足
立
」

を
実
現
す
る
た
め
、
都
市
計
圃
の
視
点

か
ら
そ
の
全
体
像
や
地
域
洫
を
明
ら
か

に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

欅
に
向
か
っ

て
の
課
嘔
蛋
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

用
途
地
域
・
地
区
と
は

用
途
地
域
・
地
区
と
は
、
そ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
、
ま
ち
づ
く
り
の

ル

ー
ル
の
一
つ
で
す

。
用
途
地
域
・
地

区
に
は

。
ま
ち
の

ど
こ
を
庄
宅
地
に
す

る
か
、
ど
こ
を
商
業
地
や
工
業
地
に
す

る
か
と
い
う
用
途
指
定
、
建
築
可
能
な

大
き
さ
を
示
す

容
積
寡
な
ど
を
は
じ

め

、
鴻
築
物
の
形

態
に
影
響
糞
艮
ぽ
す

さ
ま
ざ
ま
な
内
容

が
含
ま
れ
て

い
ま

す

。今
回
の
都
市
計
国
法
等
の
改
正
に
よ

り

、用
途
m

が
従
来
の
8

爾
類
か
ら

、1
2

種
類
に
翊
分
化
さ
れ
ま
し
た
(
下
表

、

用
途
地
域
制
度
の
充
実
参
照
)
。
こ
れ

は

、
庄
宅
地
へ
の
無
秩
序
な
事
務
所
ピ

ル
な
ど
の

進
出
防
止
と
住
環
境
の
保
護

や
、
住
宅
の
確
保
を
図
る
た
め
の
も
の

で
す

。

用途地域制 度の充実
1. 用途地域の細分化

2. 特別用途地区の追加
( 用 途 規 制 の 内 容 は 地 方 公 共団 体 の 条 例 で 定 め る｡)

( 1) 中 高 層 階 住 居 専 用 地 区
鰕 り 部 で 住 宅 と 商 業 業 務 施 設 か 立 地 する 麩 奠 等 に お い て 、 中 高 層 箍 を 住 宅 等 に 限 定 する 立 体 用 途 規 制

を 行 い 、 住 宅 の 健 保 を 図 る 。

( 2)商業 専 用 地 区
店 舗 、 事 務 所 等 が 集 積 す る 地 区 に お い て 、 低 層 階 の 住 宅 、 工 場 等 を 制 限 し 、 商 業 業 務 系 用 途 の 利 便 の

増 進 を 図 る 。

◇

◇

今
回
の
見
直
し
に
先
立
ち

。
東
京
都

は
基
本
的
な
指
定
方
針

、
指
定
基
準
を

定
め
ま
し
た
の
で

、
そ
の

概
要
を
紹
介

し
ま
す

。

区
で
は

、
こ
の
掴
定
方
針
等
を
錙
ま

え
て

、
区
の
地
域
性
を
加
味
し
た
区
案

を
作
成
し
て
い
き
ま
す

。

見
直
し
に
関
す
る
東
京
都
の
指
定
方
針

基
本
的
な
考
え
方

▽
区
部
中
心
部
等
に
お
け
る
居
住
機

能
の
保
全
と
回
復

▽
一
極
集
中
へ
の
対
応
と
多
心
型
都

市
構
造
へ
の
転
換

▽
市
街
地
の

安
全
性
の
向
上

▽
人
と
環
境
が
調
和
す
る
都
市
の
形

成
▽
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
の
形
成

指

定

方

針

用
途
地
域
等
の
指
定
に
あ
た

っ
て

は

、
良
好
な
市
街
地
環
誂
の
整
備
等
を

目
標
に

、
区
の
都
市
計
画
に
閲
す
る
基

本
的
な
方
針
等
を
踏
書
X

て

、
土
地
利

用
の
現
況
や
勣
向
な
ら
び
に
周
辺
土
地

利
用
等
を
勘
案
し
て

、
地
械
に
お
け
る

遭
路

、
鉄
遭
等
の
都
市
施
設
の
整
備
状

況

、
市
街
地
開
発
事
業
等
の
進
捗
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
指
定
し
ま
す
。

指
定
に
あ
た
っ
て
は

、
安
易
な
規
制

の
緩
和
と
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
の
う

え

、
住
居
系
用

途
地
域
を
中
心
に
し
つ

つ

も
商
業
系
お
よ
び
工
業
系
用
途
地
域

に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
す

。

た
だ
し

、
商
業
系
お
よ
び
工
業
系
用

途
地
域
の
容
積
羣
に
つ
い
て

は
、
計
画

的
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
も
の
な
ど

を
除
き

、原
則
と
し
て
変
更
し
ま
せ
ん

。

住
宅
地

住
宅
地
に
つ

い
て
は

、
住
環

境
の
思
化
を
も

た
ら
す
お
そ
れ

の
あ
る
建
物
の

混
在
防
止
と
遍

切
な
住
環
境
の

保
護
を
図
り
環

境
の
艮
好
な
居

住
空
間
を
優
保

し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す

。

こ
の
た
め

、

必
要
に
応
じ
て

地
区
計
回
等
を

活
用
レ

な
が
ら

指
定
し
ホ

歹
。

(
1
)第
1
種
低
層
住
居
専
用
地
域

良
好
な
住
環
境
を
有
す
る
低
層
住
宅

地
の
形
成
を
図
る
区
篳
や
土
地
ぼ
罰
整

理
事
業
な
ど
面
的
に
公
共
施
設
を
整
爾

し
て
新
た
に
計
画
的
に
市
衡
化
を
図
る

区
域
は

、
第
1
種
低
層
僅
居
専
用
地
域

を
指
定
し
ま
す

。

( 1)第1 種低層住居専用地域

(
2
)第2

種
低
層
住
居
専
用
地
域

低
層
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
区
域
等

で
日
常
生
活
圏
に
も
配
慮
し
て

、
小
規

襖
な
日
用
販
充
店
舗
等
の
立

地
を
肝
容
す
る
主
要
な
生
活

道
路
に
面
す
る
区
域
等
に
つ

い
て

は
、
第
2

種
低
層
住
居

専
用
地
域
を
指
定
し
ま
す

。

( 2)第2 種低層住居専用地域

(
3
)第1
種
中
高
層
住
居
専
用

地
域良

好
な
住
環
境
を
有
す
る
中
高
層
住

宅
地
の
形
成
を
図
る
区
岐
は

、
第
1

種

中
高
層
住
居
専
用
地
域

を
指
定
し
ま
す

。( 3)第1 種中高層住居専用地域

(
4
)第
2
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域

日
暈

居

の
利

便
か
ら
中
高
層
住

宅
地
内
で
中
規
模

な
哂
舖
等
の
立
地

を
肝
容
す
る
主
要

な
道
路
に
面
す
る
区
域

等
に
つ
い
て

は
、
第
2

種
中
高
層
住
居
専
用
地

槙
を
指
定
し

ま
す

。

( 4)第2 種中高層住居専用地域

(
5
)第1

種
住
居
地
域

そ
の
他
の
庄
宅
地

に
あ
っ
て
は

、
第
1

種
庄
居
地
甎
を
指
定

し
ま
す

。

( 5)第1 種住居地域

(
6
)第2

種
住
居
地
域

住
居
と
店
舗

、
事

筋
所
等
の
併
存
を
図
り
つ
つ
住
環
境
を

保
霞
す
る
住
宅
地
は

、
第
2
種
住
居
地

孥
蕚
措
定
し
ま
す

。

( 6)第2 種住居地域

(
7
)準
住
居
地
域

砕
線
道
路
等
の
沿
道
の
う
ち

、
自
励

車
関
連
施
設
等
の
立

地
を
許
容
し
つ

つ

、
こ
れ
と
調
和
し

た
住
環
境
の

保
糢
を

図
る
こ
と
が
必
薺
な

区
域
に
あ
っ
て
は

、

準
住
居
地
域
を
指
定

し
ま
す

。

( 7)準住居地域

こ
れ
ら
の
指
定
と

あ
わ
せ
て

、
良
好
な

届
住
空
間
を
確
保
す

る
た
め

、
地
区
特
性

に
応
じ
た
適
切
な
建

ぺ
い
辜
・
容
積
率
・

高
度
地
区
を
指
定
し

ま
す

。

住
環
境
を
保
護
し

つ
つ
地
場
産
業
等
を

保
護

、
胄
癘
す
べ
き

区
域
に
つ
い
て
は

、
重
ね
て
特
別
工
業

地
区
を
掴
定
し
ま
す

。

商
業
地

(
8
)近
隣
商
業
地
域

隣
接
す
る
住
宅
地
と
の
環
境
の
調
和

を
図
る
商
業
地
や
近
隣
の
住
宅
地
の
住

民
に
対
す
る
日
用
品
の
供
給
を
目
的
と

す
る
商
店
街
等
の
生
活
利
便
施
設
の
立

地
を
図
る
区
城
に
あ
っ
て
は

、
近
隣
商

業
地

を
指
定
し
ま
す

。

( 8)近隣商業地域

(
9
)商
業
地
域

地
区
中
心
等
の
業
務
・
商
業
施
設
を

計
回
的
に
蘿
爾
す
る
区
域
に
つ
い
て
は

商
業
地
域
を
指
定
し

ま
す

。

( 9)商業地域

工
業
地

(
1
0
)
準
工
業
地
域

都
市
型
工
業

、
冢
内
工
業

、
地
珊
産

業
等
の

保
全
ま
た
は
育
成
を
図
る
べ
き

区
斌

、
流
通
関
連
施
設

、
沿
道
サ
ー
ビ

ス
施
設
等
の
立
地
す
る
区
域
等
に
あ
っ

て
は
、
準
工
業
地
域
を
指
定
し

ま
す
。( 10)準工業地域

(
1
1
)
工
業
地
域

工
業
の
利
便
の
増
進
を
図
る
区
域
に

あ
っ
て
は
、工
業
地
域
を
指
定
し
ま
す
。

( 11)工業地域

(
1
2
)
工
業
専
用
地
域

住
宅
等
の
混
在
を
排
除
ま
た
は
防
止

し
、
工
業
に
特
定
し
た
土
地
利
用
を
図

る
区
域
お
よ
び
計
画
的
に
工
業
地
と
し

て
塵
備
を
図
る
区
砿
に
あ
っ
て
は
工
業

専
用
地
羣
を
指
定
し
嫐
y
。

( 12)工業専用地域 公
害
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
区
域

や
住
・
エ
混
在
地
域
で
地
場
産
業
を
保

護
、
育
成
す
べ
き
区
域
に
つ
い
て
は
'

ね
て

特
別
工
業
地
区
を
指
定
し
ま
す
。

特
別
用

途
地
区
、
防
火
地
域
、
高
度

地
区
、
そ
の
他
の
地
域
地
区
の
指
定
に

あ
た
っ
て
は
、
生
活
環
境
の

保
全
や
都
市
活
動
の
維
持
・

増
進
な
ど
の

指
定
目
的
と
と

も
に
土
地
利
用
の
目
標
、
土

地
利
用
の
状
況
等
を
考
鳳
し

て
行
い
ま
す
。

※ 本紙面使用のイラストお
よび表は(財)日本建築センタ
ー発行の「平成4 年度建築
基準法改正の解説」から引
用させていただきました。

見
直
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今
回
の
見
直
し
は
、
都
市
計
回
法
等

の
改
正
に
伴
う
も
の
で

す

。用

途
地
域
が
細
分
化

さ
れ
た
こ

と
な

ど
か

ら
、
法
の
施
行
後
、3

年
以
内
(

平
成
8
年
6

月
)
ま
で
に
用

途
地
域

の
呎
り
替
え
を
完
了
さ

せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す

。
見
限
し
に
あ
た

っ
て
は

。
そ
の
地
域
の

土
地
利
用
の
励
向
や
各

種
ま
ち
づ
く
り
事
業
な

ど
の
進
み
具
合

、
地
域

の
将
来
像
等
を
膏
f
一
な

が
ら

進
め
て

い
き

ま

す

。見
直
し
素
案

、
地
元

脱
明

会
等
に

つ
い
て

は

、
別
途
「
あ
だ
ち
広

報
」等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
欒
y
。

見直しスケジュール

◎ 用途 地域 ・地区についての お問い 合わせは、千住本庁舎 ・都市計画課へ。 3882- 1111(代)
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら

手

続

き

を

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
た
右
で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た

に
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

や
、
そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。
会
社
等
か
ら
国
保
課
に
は
何

も
辿
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
し
な

い
と
、
国
保
に
加
人
の
ま
ま
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
勤
務
先
の
健
康
保
険

証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届
出
人
の
印

か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

ぢ
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

塲
白
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
。

申
込
=
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
書
(
資
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、

退
職
証
明
書
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確

認
で
き
る
も
の
)
、
届
出
人
の
印
か
ん
、
W

出
人
の
仕
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る

も
の
(
週
転
免
許
証
、
公
共
料
金
の
領

収
濳
等
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
場
合
は

不
要
)
/
家
族
が
す
で
に
国
保
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0

歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共

併
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)
の
そ
紿

者
は
、
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
裁
定
通

知
湃
を
窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代

理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外

の
方
)
の
場
合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確

認
で
き
な
い
と
き
は
、
保
険
証
は
後
日

郵
送
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
変
更

後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国

民
健
康
保
険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

葬
祭
費
の
支
給

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

か
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
葬
儀
を
し
た

方
に
葬
祭
費
と
し
て
5
万
円
を
支
給
し

ま
す
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
・
傷
害
な

ど
の
第
三
者
行
為
や
公
害
訶
等
が
原
因

で
死
亡
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
支

給
し
ま
せ
ん
。

申
込
=
国
民
健
康
保

険
証
、葬
儀
の
領
収
書
(
コ
ピ
ー
不
可
)
。

葬
儀
を
し
た
方
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持

参

期
限
=
葬
儀
の
日
か
ら
2
年
間

申
・
問
先
=
中
火
本
町
庁
舎
・
保
険
給

付
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

国
保
指
定
旅
館

国
保
課
で
は
、
割
安
な
料
金
で
ご
利

用
に
な
れ
る
旅
飽
等
を
東
京
近
県
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
指
定
施
設

は
上
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

対
象
E
区
内
在
住
・
在
勤
の

方

申
込
=
施
設
へ
直
接
電
話
で
予
約

し
、
利
用
券
を
持
参
(
利
用
芬
は
、
あ

だ
ち
の
国
保
だ
よ
り
9
3年
4
月
弓
に
印

刷
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
課
、

ぼ
民
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
)

※
料

金
等
く
わ
し
く
は
直
接
施
設
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
中
央
木
町

庁
力
・
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

国保指定旅館一覧表

10月2日にオープンした「生
物園」。セレモニーで参加者が
チョウを一斉に放しました

年

金

1
1月
6
日
～
1
2日

国
民
年
金
週
間

「
年
金
週
間
」
は
、
年
金
制
度
を
改

め
て
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
で
す
。
ご

自
分
の
「
ね
ん
き
ん
」
に
つ
い
て
、
受

給
資
格
の
有
無
を
含
め
て
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
先
=
厚

生
年
金
に
つ
い
て
は
、
足
立
社
会
保
険

事
務
所
　
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

免
除
期
間
の

追
納
の
お
勧
め

国
民
年
金
に
は
、
追
納
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
事
情
な
ど
で
保

険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
の
あ
る

方
は
、1
0年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
昭
和
6
1年
4
月
以
降
の
免
除
期

間
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
の
額
に
加
算
が

つ
き
ま
す
。免
除

を
受
け
た
朗
間
は

年
金
額
が
3
分
の

I
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
が
、追
納
す

る
こ
と
で
年
金
額

を
ふ
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。問

先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
保
険
料
係
　
(

3
8
8
0
)
5

1
6
1

1
1
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
H
月
旧
口
(
水
)
、午
前
肉
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
屎
前

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

生
活
環
境

尾
久
橋
通
り

(
放
射
1
1
号
線
)

沿

道
の

ま

ち

づ
く
り
意
向
調
査

尾
久
橋
通
り
地
区
で
は
現
在
、
東
京

都
に
よ
り
「
日
暮
里
・
舎
人
線
」
計
画

お
よ
び
「
舎
人
公
園
」
整
備
が
進
め
ら

れ
今
後
、
沿
道
の
ま
ち
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、

区
で
は
、
尾
久
橋
通
り
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m

区
域
内
の
土
地
・
建
物
の
所
有
者

・
使
用
者
お
よ
び
営
業
等
を
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
意
向
調
査
を
行
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
計
回
の
検
討
資
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
の
で
、
す
で
に
郵
送

さ
れ
て
い
る
意
向
調
査
票
に
記
入
の
う

ぇ
、
朋
限
内
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

期
限
=
1
0月
3
1日

問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
ま
ち
づ
く
り
課

調査対象位置図

地
区
計
画
の
原
案

を
縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
次
の
地
区
計
画
の
原
案
を

縦
覧
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
関
係
の

あ
る
方
は
、区
長
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
竹
ノ
塚
駅
西
口
地
区
地
区
計
画
の
原

案
区
域
=
西
竹
の
塚
一
▽
目
、伊
興

町
見
通
、伊
興
町
前
沼
各
地
内
縦
覧

=
1
0
月
2
6
日
～
H
月
8
日
意
見
書
提

出
1
0
月
2
6
日
～
H
月
1
5
日
縦
覧
・

意
見
書
提
出
先
=
千
佳
本
庁
舎
・
都
市

計
圃
係

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
再
開

発
第
一
課
、
ま
ち
づ
く
り
課
事
業
第
一

係
利
用
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

リ
サ
イ
ク
ル

情
報
コ
ー
ナ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
家
庭
で
不
用

に
な
っ
た
品
物
を
、
必
要
な
人
に
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
登
録
カ
ー
ド
に
よ

り
広
く
区
民
に
情
報
提
供
し
て
い
ま

す
。

申
込
=
お
近
く
の
区
民
事
務
所

窓
口
に
あ
る
所
定
の
(
ガ
キ
に
記
載

し
、
切
手
を
は
っ
て
郵
送
(
登
録
期
問

は
3
ヵ
月
)

※
自
動
車
、
専
売
品
、

高
額
品
、貴
金
属
、医
薬
品
、化
粧
品
。

動
値
物
、
消
耗
の
は
げ
し
い
も
の
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん

申
・
問
先
=
消

費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
-
3
3
-
1

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

寄
附
の
禁
止

政
治
家
等
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
い
か

な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権

者
が
寄
附
を
要
求
す
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。
具
体
例
と
し
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
落
成
式
や

開
店
祝
い
、
葬
式
な
ど
の
花
輪

▽

入
学
、
卒
業

、
就
職
な
ど
の
お
祝
い

に
金
品
を
贈
る
こ
と

▽
親
睦
旅
行

へ
の
差
し
入
れ

▽
各
種
会
合
へ
の

ご
祝
儀

▽
秋
祭
り
へ
の
寄
進

▽

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
景

品
の
提
供

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け

取
ら
な
い
」の
明
る
く
き
れ
い
な
選

挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=

不
住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員
会

政治家の寄附は禁止

本
の
と
ら
ば
ー
ゆ

利
用
回
数
の
減
っ
た
本
を
再
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
希
望
者
に
無
料
で
提
供
し

ま
す
。

日
時
=
H
月
6
・
7
日
、
午

前
1
0時
I
午
後
4
時

塲
・
問
先
=
佐

野
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館

(
3
6
2
8
)
3
2
7
5

足立の
「昔話しを語る」

郷
土
博
物
館
で
は
毎
月
第
2
土
曜
日

、区
内
に
伝
わ
る
「
民

話

」
を
お
聞
か
せ
し
て
い
ま
す

。

今
後
の
予
定
=
H

月
1
3

口
・・・
蛇
に
か
か
わ
る
話
1
2

月
H

日
…
埋
蔵
金
に
か
か
わ
る

話
1

月
8

日
・
:
い
ろ
い
ろ
な
名
の
お
こ
り
2

月
1
2
日
…

片
目
の
魚
に
か
か
わ
る
話
3

月
1
2日
…
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
話

時
間
=

午
前
1
0
時
～
H

時

対
象
=

小
・
中
学
生

講
師
=
加
藤
敏
夫
(

郷
土
博
物
館
特
別
専
門
員
)

費
用
=

大
人
2
0
0円

小
・
中
学
生
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館
　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

◎ 11月8日～12日は施設点検のため休みます。すいすいらんど綾瀬　5616- 2500
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税

金

納

税

は

1
1月
1
日
ま
で
に

平
成
5
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
3
期
分
の
納
期
限
は
、
H
月
1
日
(

月
)
で
す
。
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
第
一
、
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

教

育

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

。

期
間
=
H

月
1

日
～
平
成
6

年
2

月
2
8日

※
申
し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間

か
か
り
ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

す
で
に
支
払
い
済
み
の
場
合
は
融
資
で

き
ま
せ
ん

対
象
=
私
立
高
校
・
高
等

専
門
学
校
ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得

ら
れ
る
私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進

学
p

定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/

足
立
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
住
所

を
有
し
、
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
/

平
成
4

年
中
の
年
収
が
呎
の
限
度

額
以
下
の
方
。
給
与
所
得
者
・
:
支
払
い

給
与
の
総
額
1

千
万
円
以
下

事
業
所

得
者
・
:総
所
得
金
額
等
8
0
0万
円
以
下

※
前
記
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
で
も

取
り
扱
い
金
融
機
関
貸
付
基
準
に
よ
り

融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す

融
資
金
額
=
1
0

万
円
恚
J

万
円

T
万
円
単
位
)

融
資
対
象
=
志
望

校
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納
付
額
(

授

業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)

お
よ
び
制

服
代
・
教
科
書
代

へ
1
0万
円
・
2
万
円

の
定
額
算
定
)

利
率
=
年
3
%

返

済
=
融
資
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
3

年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)

取

扱
金
融
機
関
=
足
立
信
用
金
庫
、
足
立

農
業
協
同
組
合
の
本
・
支
店
、足
立
区
内

の
改
和
信
用
金
市

保
証
=
金
融
機
関

所
定
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
所
・
学
務
第
二
課
振
興
係

こ
ど
も

平
成
6
年
度

4
月
入
園
の

保
育
園
児
を
募
集

申
込
=
1
2月
1
日
～
1
5日
、
庄
所
地
を

管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け

申
請
に
必
要
な
も
の
=
平
成
5
年
度
分

の
住
民
税
額
が
分
か
る
も
の
(
納
税
通

知
胼
、
特
別
徴
収
税
額
通
知
菁
、
課
税

証
明
書
の
い
ず
れ
か
)
/
平
成
4
年
分

の
所
得
税
が
わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
確
定
申
告
書
控
)
。平
成
5
年

分
の
所
得
税
が
確
定
し
だ
い
、
平
成
5

年
分
の
も
の
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
/
平
成
5
年
度
固
定
資
産
税
を
証
明

す
る
書
類
(
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/

印
か
ん

申
請
書
=
H
月
2
4日
か
ら

各
福
祉
事
務
所
で
配
布

※
な
お
一
部

の
指
定
園
で
は
、
産
休
明
け
か
ら
0
歳

児
保
育
を
し
て
い
ま
す

問
先
=
左
表

の
各
福
祉
事
務
所

福祉事務所一覧

12月1 日から15日まで、来年度4 月入園の保
育園児を募集します。申 請は福祉事務所へ

福

祉

戦
没
者
の
父
母
・

祖
父
母
、
戦
傷
病
者

等
の
妻
の
方
へ

次
に
該
当
す
る
方
は
、
特
別
給
付
金

の
請
求
が
で
き
ま
す
。

□
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

▽
第
3
回
特
別
給
付
金
「
か
号
」

対
象
=
昭
和
1
2年
7
月
7
日
以
降
に
公

務
上
傷
病
に
か
か
り
、
そ
の
傷
病
が
原

因
で
昭
和
5
8年
4
月
1
日
以
後
死
亡
し

た
戦
傷
病
者
等
の
父
母
・
祖
父
母

支
給
額
=
1
0
万
円
(
5
年
償
還
の
国
市

債
券
)

▽
第
5
回
特
別
給
付
金
「
た
号
」

対
象
=
満
州
事
変
間
に
公
務
上
傷
病
に

か
か
り
、
そ
の
傷
病
が
原
因
で
昭
和
5
8

年
4
月
1
日
以
後
死
亡
し
た
戦
傷
病
者

等
の
父
母
・
祖
父
母

支
給
額
=
3
0万

円
(
5
年
償
還
の
国
唱
債
券
)

▽
第
7
回
特
別
給
付
金
「
よ
号
」

対
象
=
第
5
回
特
別
給
付
金
「
よ
号
」

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

支
給
額
=
6
0万
円
(
5
年
償
還
の
国
庫

債
券
)

▽
第
9
回
特
別
給
付
金
「
ぬ
号
」

対
象
=
第
7
回
特
別
給
付
金
「
ぬ
号
」

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

支
給
額
=
6
0万
円
(
5
年
償
還
の
国
喧

債
券
)

▽
第
1
4回
特
別
給
付
金
「
へ
号
」

対
象
=
第
9
回
特
別
給
付
金
「
へ
号
」

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

支
給
額
1
7
5万
円
(
5
年
償
還
の
国
庫

債
券
)

▽
第
1
6回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

対
象
=
第
1
4回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

支
給
額
=
9
0万
円
(
5
年
償
還
の
国
寤

債
券
)

※
い
ず
れ
も
、
平
成
5
年
1
0月
1
日
に

お
い
て
、公
務
扶
助
料
、遺
族
年
金
等
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す

□
戦
傷
病
者
等
の
妻

▽
第
1
3回
特
別
給
付
金
「
ち
号
」

対
象
=
第
6
回
特
別
給
付
金
「
と
号
」

を
受
給
し
た
戦
傷
病
者
の
妻
で
、
そ
の

戦
傷
病
者
が
公
務
上
傷
病
以
外
の
原
因

で
昭
和
6
1年
9
月
3
0日
ま
で
に
死
亡
し

た
場
合

支
給
額
=
5
万
円
(
5
年
償

還
の
国
庫
債
券
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

募

集

区
民
事
務
所
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス

封
筒
の
広
告
募
集

各
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
、
住
民
票

の
写
し
等
を
お
渡
し
す
る
際
に
使
用
す

る
、
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の
広
告
を
募
集
し

ま
す
(
4
0万
枚
作
成
)
。

大
き
さ
=
1

枠
、
縦
約
4
㎝
X
横
約
8
㎝
(
表
面
に
3

枠
、
裏
面
に
4
枠
)

費
用
=
1
枠

に
つ
き
、
表
面
2
0万
円
、
裏
面
1
0万
円

基
準
=
区
内
商
工
業
の
発
展
に
期
す
る

も
の
/
政
治
、
宗
教
活
動
、意
見
広
告
、

個
人
宣
伝
に
か
か
わ
ら
な
い
も
の
/
公

の
秩
序
、
善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い
も

の

申
込
期
限
=
H
月
1
日

申
・
問

先
り
中
央
本
町
庁
舎
・
住
民
記
録
係

(
3
8
8
0
)
5
0
4
5

足
立
区
非
常
勤
職
員

(
仮
称
・
遺
跡
発
掘

調
査
員
)
の
募
集

定
員
=
2
人

資
格
=
考
古
学
で
卒
業

論
文
を
提
出
し
、
博
物
館
学
芸
員
資
格

を
有
す
る
方
/
遺
跡
発
掘
調
査
を
3
年

以
上
経
験
さ
れ
た
方

勤
務
日
数
等
=
1

日
7
時
間
3
0分
で
週
4
日

報
酬
=

月
額
2
1万
円
程
度
(
交
通
費
別
)

申
込
=

履
歴
肅
を
H
月
2
5日
ま
で
に
郵
送

申
・
問
先
=
郷
上
博
物
館

〒
1
2
0大谷

田
5
-
2
0
1
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

模
擬
店
や
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な

ど
、
障
害
者
の
方
と
一
緒
に
お
祭
り
を

楽
し
ん
で
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
=
H
月
1
4日
百
)

対
象
=
1
8歳

か
ら
5
0歳
く
ら
い
ま
で
の
方

定
員
=
2
0

人
程
度

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福

祉
総
台
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

掲
示
板

□
9
3
年
足
立
区
ボ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
H
月
1
1
・
1
5
・
1
8
・
2
0
・
2
5
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
H
月
1
5

日
の
み
午
前
1
0
時
～
1
2
時
3
0
分
)
/
青

年
セ
ン
タ
ー
(
H

月
2
0
日
の
み
女
性
総

合
セ
ン
タ
上
/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
/

楽
し
く

、厳
し
く

、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(

わ
ら
し
べ
の
里
理
事

長
・
金
坂
直
仁
氏
)
/

食
事
サ
ー
ビ
ス

実
習
(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
千
ぐ

さ
会
)
/

社
会
の
中
で
共
に
生
き
る
た

め
に
(
立
教
大
学
講
師
・
長
谷
幸
江
氏
)
/

足
立
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
(

足
立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
台
会
)
/

こ

れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
視
点
と

活
動
(

愛
知
み
ず
ほ
大
学
教
授
・
中
嶋

充
洋
氏
)
/
3
0
人
(
先
着
順
ン

無
料
/

電
話
/

西
綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
　
(
3
8
8
0
)
8
3
5
6

□
新
し
い
半
透
明
ポ
リ
袋
に
よ
る
袋
出

し
は

、1
0
月
1
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す

経
過
期
間
を
来
年
1

月
1
5
日
ま
で

設
け
ま
し
た
の
で

、
買
い
置
き
の
ご
み

袋
は
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
袋

に
は
氏
名
の
記
載
を
お
願
い
し

ま
す

が
、
氏
名
の
記
載
が
な
い
袋
も
収
集
し

ま
す
/

足
立
柬
清
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

□

都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校
　

「
わ
た
し
た
ち
の
技
能
祭
」H

月
3

日
(
祝
)
、
午
前
1
0時
I

午
後
3

時
/
施

設
公
開

、
作
品
展
示
即
売

、1
日
工
作

室
(
当
日
先
着
順
)
、
訓
練
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
足
立
吹
奏
楽
団
演
奏
等
/

都
立
足

立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

□
電
気
式
(

カ
リ
を
お
使
い
の
方
は
届

け
出
を

平
成
5

年
H

月
1

日
か
ら
新

計
量
法
の
施
行
に
と
も
な
い
電
気
式
(

カ
リ
は

、
す
べ
て
定
期
検
査
の
対
象
に

な
り
ま
す

。
今
ま
で
定
期
検
査
を
受
け

る
必
要
の
な
か
っ
た
電
気
式
(

カ
リ
を

商
売
に
使
用
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
電

話
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
た
(
カ
リ
に
は
届
け
出
済
証
を
て
ん

付
し
ま
す
。
届
け
出
が
な
い
と
平
成
6

年
H
月
1
日
か
ら
商
売
に
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
/
都
・
計
狃
検
定
所
検
査

課
　
(
3
4
3
4
)
7
2
5
1

□
パ
ー
ト
労
働
相
談
会
H
月
1
8
日

采
)
、午
後
4
時
～
9
時
/
北
千
住
駅

ビ
ル

ール
ミ
ネ
7
階
/
賃
金
、退
職
金
、

就
業
規
則
、
労
働
条
件
、
雇
用
保
険
、

労
働
組
合
な
ど
の
労
働
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
、
資
料
提
供
/
都
・
王
子
労
政

事
務
所
　
(
3
9
0
0
)
6
1
1
0

□
都
立
城
北
養
護
学
校
第
2
4回
文
化
祭
1
0

月
3
0・
3
1日
、
午
前
9
時
3
0分
～
午

後
3
時
/
劇
、
展
示
な
ど
/
都
立
城
北

養
護
学
校

南
花
畑
5
-
1
3
-
1

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
都
立
駒
込
病
院
臨
時
職
員
・
看
護
婦
(

士
)
募
集

免
許
を
お
持
ち
の
方
/
1

日
8
時
間
、
日
給
1
万
2
千
痂
円
/
動

務
は
内
視
鏡
科
、
雇
用
期
間
は
1
2月
末

ご
ろ
ま
で
/
若
干
名
/
都
立
駒
込
病
院

看
護
部
　
(
3
8
2
3
)
2
1
0
1

□
浄
化
槽
は
「
小
さ
な
下
水
処
理
場
」

正
し
く
働
く
よ
う
適
切
な
維
持
・
管
理

が
必
要
で
す

浄
化
槽
を
正
し
く
働
か

せ
る
た
め
に
浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
清

掃
・
保
守
点
検
・
法
定
検
査
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
河
川
な
ど
公
共
用

水
域
の
汚
染
を
防
止
し
、
生
活
環
境
を

守
る
た
め
に
も
適
切
な
管
理
が
必
要
で

す
。
湾
掃
は
都
知
事
許
可
業
者
に
、
保

守
点
検
は
都
知
事
登
録
業
者
に
、
法
定

検
査
は
財
団
法
人
東
京
都
環
境
整
傭
公

社
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
都
・
清
掃

局
で
は
、2
3区
の
下
水
道
未
普
及
地
域

に
あ
る
浄
化
槽
の
う
ち
届
け
出
の
さ
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
清
掃
料
金
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
助
成

を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
次
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
/
家
を
新
築
し
た
と

き
・
分
譲
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
…
建

築
物
確
認
通
知
商
に
添
付
さ
れ
て
い
る

浄
化
槽
使
用
開
始
(
ガ
キ
、
ま
た
は
電

話
で
使
用
開
始
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
/
都
・
指
導
助
成
課

(
5
3
2
0
)
5
8
1
5

□
株
式
を
譲
渡
し
た
と
き
の
税
金

式
等
の
譲
渡
に
は
、
原
則
と
し
て
、
申

告
分
離
課
税
ま
た
は
源
泉
分
離
課
税
の

方
法
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
/
足
立
税

務
署
　
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1

□
9
3
秋
の
パ
ー
ト
労
働
講
座
「
知
っ
て

お
こ
う
!
!
働
く
あ
な
た
と
雇
う
あ
な

た
」

▽
成
立
パ
ー
ト
労
働
法
と
パ
ー

ト
の
法
律
知
識
・
:
H
月
1
5日
(
月
)

▽
パ
ー
ト
の
税
金
・
社
会
保
険
…
1
1
月

1
8
日
采
)
、い
ず
れ
も
午
後
6
時
3
0
分
～

8
時
3
0分
/
北
千
住
駅
ビ
ル

ール
ミ

ネ
7
階
/
各
5
0人
(
先
着
罟
/

無
料
/

電
話
/
都
・
王
子
労
政
事
務
所
労
働
教

育
係
　
(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

□
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
の
買
い
換
え
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
現
在
使
用
中
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
ー
バ
ス
を
廃
車

し
て
、同
等
以
下
の
車
両
総
重
簟
を
有

す
る
燬
新
規
制
適
合
車
(
中
古
お
よ
び

購
入
済
み
の
車
両
を
除
く
)
に
買
い
換

え
る
場
合
、資
金
を
融
資
/
対
象
は
、5
8

年
排
出
ガ
ス
規
制
瞰
以
前
の
車
両
で
、

現
在
使
用
中
の
本
人
の
車
両
(
都
内
ナ

ン
バ
ー
を
有
し
。
車
検
が
切
れ
て
い
な

い
も
の
)
/
最
高
3
千
万
円
ま
で
融
資

/
年
利
4
.
5
%
(
本
人
負
担
3
%
)
/
5
年

返
済
/
都
内
に
住
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
で
、
同
一
事
業
を
1
年
以
上
営
業

し
て
お
り
、
法
人
事
業
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
/
申
し
込
み
は
銀
行
・

信
用
金
庫
等
へ
/
あ
っ
せ
ん
は
平
成
6

年
2
月
末
ま
で
/
都
・
助
成
立
地
課

(
5
3
8
8
)
3
5
3
5

□
第
4
2
回
老
年
学
公
開
講
座
「
骨
は
生

き
て
い
る
」
H
月
5
日
(
金
)
、
午
後

1
時
1
5
分
～
4
時
3
0
分
/
朝
日
生
命
ホ

ー
ル
(
新
宿
駅
西
ロ
)
/
演
題
は
「
骨
の

破
壊
と
再
生
」「
骨
の
老
化
の
原
因
」「
骨

の
老
化
の
予
防
・
治
療
」等
/
先
着
囚

人
/
無
料
/
(
財
)
東
京
都
老
人
総
合
研

究
所
管
理
課
調
査
係

(
3
9
6
4
)
3
2
4
1

◎ 11月1日( 月) から年賀はがき(お年玉つき)を発売します<郵便局>
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ごみ減量・
リサイクル推進店
「R のお店」募集

区
で
は
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
売
店
や

商
店
街
を
「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
店
(
愛
称
・
R
の
お
店
)
」と
し
て

認
定
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る

制
度
を
始
め
ま
し
た
。認
定
さ
れ
る
と
、

「
あ
だ
ち
広
報
」
等
で
区

民
に
公
表
す
る
ほ
か
、
認

定
店
で
あ
る
こ
と
を
示
す

看
板
を
配
布
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
チ
ラ
シ
な
ど
に
認

定
店
で
あ
る
こ
と
を
表
示

し
て
広
告
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
地
球
環

境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み

を
し
て
い
る
お
店
と
し

て
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

も
な
り
ま
す
。
小
売
店
や

商
店
街
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
区
内

の
小
売
店
お
よ
び
商
店
街
で
、
次
の
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
お
店
…
リ
サ
イ

ク
ル
商
品
ま
た
は
環
境
保
全
型
商
品

(エ
コ
マ
ー
ク
ーグ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
商

品
等
)
を
積
極
的
に
販
売
し
て
い
る
/

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い

る
/
店
頭
で
資
源
化
物
の
引
き
取
り
を

行
っ
て
い
る
(
古
紙
類
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

・
空
き
ビ
ン
・
空
き
カ
ン

ート
レ
イ
・

紙
パ
ッ
ク
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
乾
電
池

・
中
古
自
転
車
等
)
/
使

い
捨
て
容
器
や
商
品
の
販

売
お
よ
び
使
用
を
自
粛
し

て
い
る
/
過
剰
包
装
の
自

粛
を
行
っ
て
い
る
/
買
い

物
袋
ま
た
は
か
ご
を
推
奨

し
て
い
る
/
生
産
者
と
消

費
者
を
結
ぶ
情
報
交
換
の

拠
点
と
な
っ
て
、
地
域
の

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
支
援

し
て
い
る
等

申
込
=
直

接
窓
口
ま
た
は
電
話

期

限
=
1
0月
2
9日

※
平
成
6
年
1
月
の

「
あ
だ
ち
広
報
」
ま
た
は
冊
子
で
公
表

し
ま
す

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

新
し
い
施
設
「
生
物
園
」に
で
か
け
ま
せ
ん
か

区
内
施
設
見
学
会

□
親
子

日
時
=
H

月
1
3
日
(
土
)
、
午
前
9

時
～
午
後
4

時
(
予
定
)

見
学
=

生
物
園

、
郷
土
博
物
館
等
の
区
内

各
施
設
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す

対

象
=
小
学
生
以
上
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

定
員
=
1
8
組
3
6
人
(

抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、電
話
番
号
、希
望
日

、「
親
子
施

設
見
学
会
希
望
」
と
明
記

※
重

複
は
無
効
で
す
。
必
ず
参
加
す
る
親
子
2

人
の
氏
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い

□
個
人

日
時
=
H
月
2
8・
3
0日
1
2
月
1
日
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
(
予
定
)

見
学
=

生
物
園
、
桜
花
亭
な
ど
の
区
内
各
施

設
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す

対
象
=
1
8歳

以
上
の
区
民

定
員
=
各
日
と
も
3
0大
(

抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
希
望
日
、「
施
設
見
学
会
希
望
」

と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
通
で
2
人
ま
で

申
し
込
め
ま
す
。2
人
で
参
加
の
場
合

は
、
必
ず
参
加
す
る
2
人
の
氏
名
を
お

書
き
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も
―
―

集
合
=
千
住
本
庁
舎
前
期
限
=
H
月

1
日
必
着
申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
広
報
課
〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
I
I
I
㈹

情 報 コ ー ナ ー

青年センタ ーの催 し

「テ ラ ネット 」

サ ロ ン 参 加 者 募 集
テラネットは、国際交流を推進

する団体です。日本に住む外国人

で話をしたい、日本のことを知り

たいと思っている方、どなたでも

お気軽においでください。日時

= 毎 月 第1 ・3 火 曜 日 、 午 後7 時

場 所= 青 年 セ ン タ ー

国際交 流 しよう

日時=11月13日( 土) 、午前9時30
分～午後5時場所=千葉県野田市内

のし ょうゆ工場、清水公園( 北
千住駅集合) 対象= 外国の方
内容= 日本料理 によ

く使 われる
〝し ようゆ〟。その 〝し ょう ゆ〟が
作られていく工程の見学/ 公園で

ピクニック　定員=20 人　費用=
大人2, 400円、小学生1, 800円、幼
児1, 000円( 交通費、キャンプ場使
用料、交流会費など) 申込= 往
復 ハガ キに住所、氏名 、年齢、国
籍を明記 期限=11 月4 日必着

※ 外国人向けのイベントにつき日
本人の参加はご遠慮ください

子育て講演会

「優美な感情を育てる」

日時=11月10日( 水) 、午前10時～
正午 場所= 青年センター　講師=
谷田部康幸氏( 国士館大学教授)

定員=40 人　費用= 無料　 ※ お子
さんの保育も 行っています
――いずれも――
申 ・問先= 青年センター　〒123
西新井1- 4- 17
3890―0061

郷
土
博
物
館

の
催
し

民俗学公開講演
「東京の三匹獅子」
花畑、鹿浜の獅子舞で知られる

民 俗芸能三 匹獅子舞は、東京 都や
埼玉県で多く伝えられています。
都内に伝わる三匹獅子舞の歴史や
その特色などについて、民俗芸能
研究の第一人者がお話します。
日時=11月14日( 日) 、午後2時～

4 時　場所= 郷土博物館 講師=
三 隈治雄氏( 実践女子大学教授)
定員=80 人( 先着順) 費用= 無料
申込= 電話

11月3 日(祝) /無 料 公開日

郷土芸能鑑賞会
時間= 午後1 時・2 時の2 回公演

伊興遺跡公園テレ
ホンカード発売
伊興遺跡公園の開設を記念し て

テレホンカ ードを発売し ます。

内容= 「伊興遺跡公園」(カラー) 、
「古墳時代の大型壷」( 白黒) の2

枚組セット( 台紙 付き) 。ともに50
度数。分売不可 価格=1, 400 円
販売窓ロ= 郷土博物館。情報公開
課( 郵送による販売は行い ません)

――いずれも――
問先= 郷土博勧館
3620―9393

10月 25日
「足立60景」エコー
は が き 発 売

昨年に続き、「足立60景」をデザ
インしだ〝 エコーはがき〟を作成
し ました。10月25日( 月) から区内
および隣接区の郵便祕で発売しま
す。「年賀」と朱書きし、年賀状と

してもご利用ください。 価格=1
通36円( 通常の41円官製はがき

より5 円安) 絵柄= 「郷土博物

館」「し ょうぶ沼公園」の2 種類
≪広報課≫

第43回足立区
文化祭(舞台部門)

日時等= 下表のとおり( 入場無料)
問先= 千住本庁舎・文化振興係
3882―1111㈹

足立区文化祭　日程 等

あなたの相談室 問合せ先　足立区役所千住本庁舎・1階区民相談室
所 在 地　千 住1- 4- 18　　3882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら、お気軽にご利用ください( 無料・秘密厳守)

◎「あ だち広 報」は再生 紙を使 用し てい ます N. J . 　240, 000


